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1 まえがき
Google Glassに代表されるヘッドマウントディスプレ

イ（HMD）[1]において、視線ベースのポインティング
インターフェースの低電力化は極めて重要である。既存
技術では、楕円推定により黒目の中心座標を推定してお
り [2]、そのためにプロセッサ型の演算回路が利用され
ている [3]。本研究では、セルオートマトンにより黒目
の中心座標を推定する低電力視線推定アーキテクチャを
提案し、既存技術との消費電力比較を行なう。

2 提案アルゴリズムとアーキテクチャ
図 1に二次元セルオートマトン（CA）を用いた黒目

中心座標の推定アルゴリズムを示す。片目画像の取得・
二値化後にCAの膨張処理によって黒目内の反射光部を
消す。その後侵食処理を繰り返すことで、最大面積部分
（黒目）の中心にむかってパターンが縮小してゆく。パ
ターンが消える直前の点の位置が黒目の中心となる。そ
の座標を求めるために、図 2に示すようにな侵食結果を
格納するメモリと黒パターンの消失判定処理を行う。
図 3に提案するCAアーキテクチャを示す。イメージャ

からシリアル出力された映像を 2ポート SRAMに蓄え
ながら、その画素値を 2行+3画素分のラインバッファ
（FIFOで構成したシフトレジスタ）へ転送する。このラ
インバッファから、テンプレート演算に必要な 3×3の画
素を引き出して図 1の膨張・侵食ルールのマッチングを
行ない（ルール演算器）、その結果を 1ポート SRAMに
書きこむ。2回目以降の繰り返し演算では、イメージャ
からではなく 1ポート SRAMから画素を読み込む。
プロセッサを利用する先行研究 [3] の消費電力（10

mW, イメージャを含む）に対し、本方式ではほぼ全
ての電力が SRAM により消費されるため、イメージ
ャを除いた消費電力は 1 mW程度（65-nm SRAM, 75

kbit@QVGA）となる見積りを得ており、HMD向けイ
ンターフェースの低電力化に有効であると考えられる。
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図 1 利用するセルオートマトンテンプレート（膨張・
侵食ルール）と提案アルゴリズム
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図 2 黒目の中心座標の判定処理
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図 3 提案セルオートマトンアーキテクチャ


